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１　目的
日本と異なる歴史、風土、文化的背景の中で、人はどのように暮らしてきたのか、集落や住居の変遷の歴史から、住まいの成立にいたる自然条件、社会条件をさぐる。

２　調査地とその歴史

日本から7200ｋｍ、赤道を越えたフィジー諸島共和国ビチレブ島の南緯17度58分・東経177度37分付近が調査地である。フィジー諸島共和国は四国ほどの面積に人口約90万人、約330の島からなっている。首都はビチレブ島スバ、住民はメラネシア系フィジー人と移民のインド人が各51％44％を占めており、フィジー人は伝統的な生活を保っている。

1874年に英国植民地となり、1879年には、英国政府により、サトウキビ農園の労働者としてインド人が到着する。1970年に英国より独立。
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　　　　　　　　　　　　写真１　調査地域（シンガトカ川中流）

３　フィジーにおける集落と家屋の歴史

イギリス植民地となるまで、部族紛争が盛んであった。そのため集落は、主に、周囲に深い溝を作り潅木を植えた環濠集落、または急崖を天然の防壁として利用した集落のいずれかの形態で築かれていた。

集落にはフィジー特有の伝統家屋・ブレがある。ブレにはいくつか種類があるが、一般的なものは、屋根・壁に茅葺を使ったものと、屋根が茅葺・壁がバンブーというブレである。

４　調査方法

１）測量で集落跡の客観的なデータ化を行うこと（歩測、平板測量、GPS）

２）聞き取り調査で集落の歴史をまとめる（生活のしかた・民俗の情報収集・村社会の仕組み）

３）自然環境条件の現地観察、整理

５　調査結果
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　調査地域

Ａ：Korovusolo
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　　　　　　　　　　　図2　 Korovusolo歩測結果（標高240ｍ）

山頂にある集落で、18世紀頃の集落跡。のちに8つの村に分かれ、下山。もっとも正統な文化を継承したのが、現在のコロニサガナ村である。

南に自然の急崖があり、防壁として利用していた。

この測量図の西側は急な崖になっているため、こちらも　　防壁として利用していた。
この図では北東にChief（首長）のマウンドがあるが、戦争中、村の入り口にChiefのブレ（家）があったとは考えにくいため、北・北東側にはまだ集落が広がっていたと考えられる。
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Ｂ：旧コロニサガナ村
図3　 旧コロニサガナ村歩測結果（標高18.63ｍ）

シンガトカ川の河岸段丘上にある、コロニサガナ村の1964年以前の集落跡。当時、集落の北にはシンガトカ川が流れていた。1964年に大洪水に遭い、現在のコロニサガナ村の場所へ移動。旧コロニサガナ村は、半分近くが畑として再利用され、旧コロニサガナ村の真ん中には道路が通っている。

集落には、Chiefの家、Chiefの家族の家、Bitoと呼ばれる精霊の家、Bito Temple、コミュニティホール、Spokes-manという精霊のメッセージを住民に伝える人の家、visitorがあり、キリスト教が入ってきてからはキリスト教会も建てられた。住居は全て伝統家屋である。

Ｃ：現コロニサガナ村
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　　　　　　　　図4　現コロニサガナ村の歩測結果（標高30ｍ）

現在のコロニサガナ村は、ChiefがSpokes-manを兼ねており、家も一つになっている。Bitoの家はなくなり、Bito Templeだけが残され、重要な儀式があるときに利用されている。コミュニティホール、キリスト教会も見かけられた。現在のコロニサガナ村は、Bitoだけが伝統家屋で、ほとんどの家がブロックで作られていた。他にもトタンやバンブー、木造家屋が見かけられた。

６　考察

内戦時代の終焉や英国植民地化、その他の自然災害により、集落は山頂からシンガトカ川の河岸段丘面に降りて移動した。

集落そのものの構造は、Spokes-manの家とBitoの家がなくなりChief中心の社会構造へと変化し、その背景には、キリスト教の浸透がある。

今も昔の生活が集落に見られるということは、集落の形態が基本的に変わっていないということだ。しかし電気やコミュニケーション手段の普及により、急激に大きな変化が起きている。昔ながらの生活を送る人たちがラジオを聴いたりしている。首都圏を中心に都市化が進む中、伝統的な集落はその構造をゆっくりと変化させていくのだろう。
８　参考論文
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